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特集／市民アンケートを実施しました
特集／戦争のない平和な未来を願って
特集／こんにちは地域おこし協力隊です
特集／「クールチョイス」で地球温暖化対策

議会だより
くらしのお知らせ
健康ひろば
連載／留萌ゆめ・みらい物語⑦

－－

－－

　７月９日　 、東海大学海洋
調査研修船「望星丸」の一般公
開が留萌港南岸で開かれ、訪れ
た市民らで賑わいました。
　東海大学札幌キャンパスと留
萌中学校の両吹奏楽部員による
器楽演奏が会場で披露され、イ
ベントに花を添えていました。

　７月９日　 、東海大学海洋　７月９日　 、東海大学海洋　７月９日　 、東海大学海洋　７月９日　 、東海大学海洋　７月９日　 、東海大学海洋

ようこそ留萌港へ

今月の主な内容 

特集／自主防災組織で災害に備えよう！

－

－

－

－

留萌市情報アンテナ



市民の満足度調査（全 51 問）

回答者の属性

　市では、「笑顔でイキイキと活力あふれるマチづくり」を目指し、
市民アンケートの結果を市政に反映しています。

市民アンケートを
実施しました

市・政策調整課　　４２‐１８０９問
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平成 29 年度の集計結果

▼市民アンケートは、第５次留萌市総合計画
の後期計画（平成 24 ～ 28 年度）の進行管
理を行うため、毎年５月に実施しています。
　市では、市民アンケートの集計結果に基づ
いて前年度の取り組みの成果について検証
し、市の業務内容などを見直しています。

●平成 29 年度の調査内容
対象：

期間：
方法：
内容：

市の仕事の優先度調査 … 76 問

16 歳以上の市民のうち、住民基本
台帳を基に無作為で 1,000 人を抽出
平成 29 年５月８日～ 22 日
郵送による配布および回収
市民の満足度調査 …… …51 問

▼回答者数は前年度より 24 人多い 357 人で
した。このうち、男女の割合は女性 49.5％、
男性 47.1％で、女性が男性を上回っています。
　また、その他の割合は次のとおりです。

【 年　代 】

10 代
20 代
30 代
40 代
50 代
60 代

70 歳以上
無回答

0　 　     25　        50　      　 75　     　100

８人
22 人

36 人
45 人

69 人
84 人

87 人
６人

【 居住歴 】
0             25           50           75          100        125         150

5 年未満

  5 年～  ９年

10 年～ 19 年

20 年以上

生まれてからずっと

無回答

38 人

34 人

156 人

16 人

性　別

男　性

女　性

無回答

合　計

割　合

47.1％

49.5％

3.4％

100.0％

人　数（前年度比）

168 人（＋ 31 人）

177 人（－　7 人）

12 人（±　0 人）

357 人（＋ 24 人）

19 人

94 人

【 回 答 者 数 】
【 有効回答率 】

357人（前年度比24人増）
35.9％（前年度比2.3 Ｐ増）

※前年度比の単位：Ｐ（ポイント）

【 「満足度」ランキング・トップ 10 】

１

10

（１ 位）

（10 位）

２
３
４
５
６
７
８
９

（２位）

（４位）

（３位）

（６位）

（５位）

（８位）

（７位）

（９ 位）

順　位（前年度） 調査項目 数　値（前年度比）

.7％（－ 3.9 Ｐ）「あなたは、健康管理に気をつけていますか？」

「あなたは、留萌の文化・歴史を大切にしたいと思いますか？」

「留萌は、ごみを減らしリサイクルに努めているまちだと思い
ますか？」

「留萌は、海や山など自然と調和がとれたまちだと思いますか？」

「あなたは、地元産品であることを意識して買い物をしていま
すか？」

「留萌の広報誌は、読みやすくわかりやすいと思いますか？」

「留萌の生活道路は、日常を生活するうえで必要最小限の除雪
がされていると思いますか？」

「あなたは、税や使用料などの市民負担について、理解してい
ますか？」

「あなたは、留萌のまちなみ（景観・景色・眺め）はすばらしい
と思いますか？」

「あなたは、留萌市役所や職員を信頼していますか？」

82

.1％（－ 1.8 Ｐ）74

.2％（± 0.0 Ｐ）70

.4％（－ 7.2 Ｐ）64

.7％（＋ 1.0 Ｐ）57

.5％（－ 2.4 Ｐ）57

.0％（＋ 8.2 Ｐ）54

.2％（＋ 5.0 Ｐ）52

.3％（＋ 3.6 Ｐ）49

.8％（＋ 4.3 Ｐ）46

【 「満足度が上昇」ランキング・トップ３】 【 「 不 満 度 」 ラ ン キ ン グ・ ワ ー ス ト ３】

「留萌は、市民の声が市政に反映される機
会があると思いますか？」
①

「留萌は、障がい児に対して充実した発達
支援を受けられるまちだと思いますか？」
②

………27.9％（前年度比　　　　　　　）＋12.0Ｐ

………25.6％（前年度比　　　　　　　）＋　9.8Ｐ
「留萌は、火災や事故などに備えがあり、
安心できるまちだと思いますか？」
③

………35.1％（前年度比　　　　　　　）＋　8.7Ｐ

「あなたは、まちの中心部ににぎわいがあり、商
業・サービス機能が充実していると思いますか？」

①

「あなたは、留萌の商店街に魅力を感じま
すか？」

②

…………　　　　　　（前年度比＋1.4Ｐ）92.8％

…………　　　　　　（前年度比－0.1Ｐ）87.6%
「あなたは、老後の暮らしに不安や心配を
感じますか？」

③

…………　　　　　　（前年度比＋4.8Ｐ）84.8%

▼「満足度」が最も高かった
のは昨年同様、「あなたは、
健康管理に気をつけています
か？（82.7％）」という結果
となりました。また、前年度
と比べて満足度が最も上がっ

たのは、「留萌は市民の声が
市政に反映される機会がある
と思いますか？」という結果
となっており、前年度よりも
12.0 ポイント上昇しました。
　一方の「不満度」が最も高

かったのは昨年同様、「あな
たは、まちの中心部ににぎわ
いがあり、商業・サービス機
能が充実していると思います
か？（92.8％）」という結果
となりました。

特 集

市の仕事の優先度調査 … 76 問
市民の満足度調査 …… …51 問



市民アンケート５年間の推移（平成 25 ～ 29 年度）

市の仕事の優先度調査（全 76 問）

自由回答「留萌のまちづくりや将来」から一部抜粋（記述総数 101 件）
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▼「市の仕事の優先度調査」の上位３項目は昨年同様となっ
ており、「信頼される医療サービスの提供（52.4%）」の数値が
最も高いという結果となりました。また、「魅力ある商店街の
再生（43.4%）」の数値は昨年度と比べて５.0 ポイント増加し、
順位が大きく上がって５位となりました。

３年続けて第１位と
なりました。

【 「市の仕事の優先度」ランキング・トップ 10 】

１

10

（１ 位）

（８ 位）

２
２
４
５

７
７
７

（２ 位）

（３ 位）

（５ 位）

（15 位）

順　位（前年度） 大まかな市の仕事 数　値（前年度比）

.4％（－ 0.8 Ｐ）「安心できる地域医療の充実」

「都市機能の充実」

「市民生活の基盤づくり」

「地域福祉の充実」

「地域産業の育成と支援」

「安心できる地域医療の充実」

「健康の維持と増進」

52

.9％（＋ 2.2 Ｐ）49

.9％（＋ 4.9 Ｐ）49

.8％（＋ 1.3 Ｐ）44

.4％（＋ 5.0 Ｐ）43

.4％（－ 0.7 Ｐ）43

.3％（－ 0.3 Ｐ）42

.3％（－ 1.2 Ｐ）42

.3％（＋ 0.9 Ｐ）42

.0％（± 0.0 Ｐ）42

細かな市の仕事

「地産地消と一次産業の推進」

「魅力の再発見と創造」

「自然環境の保護と緑の整備」

「信頼される
医療サービスの提供」

「にぎわいのある
中心市街地の再生」

「効率的な除排雪」

「高齢者福祉の充実」

「魅力ある商店街の再生」

「地域医療の充実」

「予防や健康づくりの推進」

「地場産品の消費拡大」

「新たな観光・イベントの創造」

「公園・緑地の管理」

（４位）

（７ 位）

（５位）

（９位）

５

　市では、市民満足度のさらなる向上を目指し、市民アンケートの集計結果を踏まえて今後も市
政運営に取り組んでいきます。

市民アンケートの総括

【 回答者数（有効回答率）の推移 】

【 満足度の割合 】※「市民の満足度調査」の集計結果を「満足」「普通」「不満」の３段階に分けた割合

▼平成 29 年度の市民アンケートが、「第５
次留萌市総合計画」の後期計画の進行管理を
行うために実施した調査の最終年度となりま
す。

　25 年度から 29 年度までの５年間を比較
すると、「回答者数（有効回答率）」「満足度（満
足）」のいずれも、29 年度の数値が最も高い
という結果となりました。

平成 25年度から 29年
度までの５年間の回答

400

300

200

100

0

Ｈ 25　 　 Ｈ 26　 　 Ｈ 27　 　 Ｈ 28　 　 Ｈ 29

男　女

回答者数
323人

有効回答率
（32.3%）

323人
（32.5%） 301人

（30.4%）

333人
（33.6%）

357人
（35.9%）

134人

179人

128人

187人

121人
169人

137人

184人
168人

177人

平成 25 年度から 29 年度ま
での５年間の「満足度の割合」
の平均値は、それぞれ「満足
29.2％」「普通 22.9％」「不
満 47.8％」という結果とな
りました。
また、「満足」の値は 27 年

50

40

30

20

0

Ｈ 25　 　 Ｈ 26　 　 Ｈ 27　 　 Ｈ 28　 　 Ｈ 29

不　満
48.3％

満　足
28.4%28.4%28.4%

普　通
23.3%

47.7％ 48.8％ 47.9％ 46.5％

30.0％ 29.2％ 30.9％
27.6％

22.3％ 22.9％ 22.6％23.6％

平成 25年度から 29年
度までの５年間の回答

者数（有効回答率）は平均値
327.4 人（32.9％）という結
果となりました。
また、回答者のうち、男性と
女性の割合は、いずれの年度
も女性が男性を上回っており、
５年間の平均値は男性 137.6
人（42.0％）、女性 179.2 人
（54.7％）となりました。

度にいったん下降し
たものの、以降は緩
やかな上昇傾向で推
移しています。

▼自由回答「留萌のまちづくりや将来」では、皆さんからさまざまな意見や要望を多数いただき
ました。このうち、回答件数が多かった主な意見や要望は次のとおりです。

働く場がないので、若者は都会に出て行くと戻ってこない。人口流出を止めるには、雇用の創
出と、若者にとっても魅力的なマチづくりが大切だと思う。

◎

ごみ減量の取り組みはよいが、分別が細かすぎて難しい。◎

「道の駅」をつくって、市の活性化につなげることはでき
ないか。

◎

公園に遊具がほしい。子どもたちの遊び場が少ない。◎

●集計結果を公開しています
　 平 成 29 年 度 の 集 計 結 果
は、市ホームページ（http://
www.e-rumoi.jp/）で公開し
ていますので、ご覧ください。

「信頼される医療サービスの
提供」は平成 27 年度から



７月 18 日　 ～ 31 日
８月  １日　 ～ 17 日
８月 18 日
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特 集

　平和啓発事業を通じ、平和の大切さと尊さをあらためて将来を担
う子どもたちへ伝えていきましょう。

戦争のない
平和な未来を願って

市・総務課　　４２‐１８０１問

広報るもい　2017（平成 29）年 ■８月号

平和への祈りを後世へ

▼終戦まもなくの昭和 20 年
８月 22 日、樺太（サハリン）
から引き揚げる避難民を乗せ
た三船が小樽方面に航行中に
旧ソ連軍の潜水艦の魚雷攻撃
を受け、1,708 人の尊い命が
犠牲となった「三船殉難事件」
が起きました。
　「小笠原丸」が増毛沖、「泰
東丸」が鬼鹿沖でそれぞれ沈
没しました。また、「第二新
興丸」は留萌港にたどり着い

たものの大破した状態で、船
上の惨状は目を覆うものが
あったそうです。当時、留萌
町警防団や警察署をはじめ、
多くの町民が遺体の収容や埋
葬、生存者の救護に当たった
と記録されています。
　平成７年には、平和の碑（犠
牲者の慰霊碑）が「樺太引揚
げ三船殉難者祈念碑建設期成
会」によって千望台に建設さ
れました。その後、22 年に

平和の碑は、市民有志によっ
て海のふるさと館隣接の岬緑
地に移設されました。現在で
も平和の碑では、多くの人が
犠牲者の冥福とともに、平和
への願いを祈っています。

▼岬緑地に移設された平和の碑

　留萌市は次のとおり平和都市となることを宣言する。
　真の平和を希

ききゅう

求することは、人類共通の願いであり、この崇
すうこう

高な理想実現のため、常に努力を
続けて行かなければならない。私たち市民は、今日の緊張した国際情勢を認識し、我が国の非核
三原則の堅

け ん じ

持はもとより、核戦争の脅威を排除するため、地球上から永久に核兵器が廃絶される
ことを強く願うものである。ここに留萌市は恒久の平和を願い幸せな市民生活を守る決意を表明
し、非核平和都市を宣言する。

昭和 59 年５月３日

【 希求 】願い求めること　【 崇高 】何も比較できない偉大さ　【 堅持 】かたく守って他に譲らないこと

昭和 59年に「平和都市」を宣言

　市では、８月 15 日の「終戦記念日」にちなみ、毎年８月に「留萌市平和祈念式典」や原爆資
料展などの平和啓発事業を実施しています。皆さんも平和のために祈り、共に平和の大切さと尊
さを後世につないでいきましょう。

平和啓発事業を実施します

平和の集い「留萌市平和祈念式典」（戦没者・殉難者追悼式）

▼戦没者や戦争犠牲者を追悼するとともに、戦争の悲惨さを後
世に伝え、平和の大切さをあらためて思い起こしていただきた
いという願いを込めた式典です。ご遺族の方をはじめ、多くの
皆さんの参列をお願いします。
　　８月 18 日　　13：00 ～　（受付時間 12：30 ～ 12：50）
　　中央公民館講堂

▼留萌市平和祈念式典

日
所

●ご協力をお願いします
　市では、平和を祈念した折り鶴を一年を通して募集していま
す。下記の施設内にある折り鶴専用ポストに投函してください。
　　市役所／保健福祉センターはーとふる／るもい健康の駅／
　　市立病院

※皆さんから寄せられた折り鶴は、千羽鶴として「留萌市平和祈念式典」にささげた後、広島市
　「原爆の子の像」へ平和の願いを込めて送ります。

原爆資料展「広島・長崎原爆パネル展」

▼昭和20年８月に２発の原子爆弾が投下され、一瞬にして21万人以上の方の命が奪われました。
　パネル展を通じ、あらためて平和の大切さや尊さ、戦争の悲惨さについて考えてみませんか。

　　市・総務課　　　４２-１８０１

日 所

市立留萌図書館の関連事業

【 平和資料展 】
　　７月 30 日　 ～８月 24 日　 
　　（休館日を除く）
　　

【 アニメ・記録映画上映会 】
　　

▼市立留萌図書館では、平和を祈念する事業として、平和資料展をはじめ、「三船殉難事件」をテー
マにしたアニメや記録映画の上映会を行います。

     市立留萌図書館　　　　４２-２３００問

　　市・総務課　　　４２-１８０１

所

展示図書「留萌沖の悲劇」「樺太終戦秘
話　三船殉難の記録」ほか

「戦争が終った夏に」（アニメ・74 分）
８月６日　 10：30 ～／ 13 日　 13：30 ～

「慟
どうこく

哭の証言」（ドキュメンタリー・70 分）
８月６日　 13：30 ～／ 13 日　 10：30 ～

内

日 日

▼平和への願いを込め、下記の日時に合わせて１分間の黙とう
をお願いします。
●「全国戦没者追悼式」　８月 15 日　　12：00 ～
●「留萌市平和祈念式典」　８月 18 日　　13：00 ～

ご協力を
お願いします

保健福祉センターはーとふる１階ロビー
るもいプラザまちなか賑わい広場
中央公民館講堂「留萌市平和祈念式典」会場内

日　　　　　程 会　　　　　場
（土・日曜日を除く）
（水曜日を除く）※17日は午後３時まで

問

問



わたしたちが地域おこし協力隊です

広報るもい　2017（平成 29）年 ■８月号 89

特 集

　地域おこし協力隊の各隊員は、活気ある地域づくりと留萌市への
定住に向け、さまざまな活動に取り組んでいます。

こんにちは
地域おこし協力隊です

市・政策調整課　　４２‐１８０９問

広報るもい　2017（平成 29）年 ■８月号

ただいま、３人の隊員が奮闘中！

▼市では、平成 22 年度から地域おこし協力
隊の募集を開始しました。
　地域おこし協力隊の隊員は、おおむね１年
から最長３年の委嘱期間中に市からの支援を
受けながら、さまざな活動に取り組みます。
　これまでに 13 人が委嘱されており、その
うち５人の隊員が留萌市に定住し、現在も地

域の一員として活躍しています。
　現在は、28 年度と 29 年度にそれぞれ委
嘱された３人の隊員が活動しています。各隊
員は、それぞれの目標や夢を抱き、定住・定
着の道を模索しながら、活力ある地域づくり
の一助として自身の才能や能力、特技などを
生かしています。

　活気ある地域づくりを進めるためには、「行政」「地域」「地域おこし協力隊」がそれぞれの立
場で連携していくことがとても大切です。また、地域おこし協力隊が活動するためには、皆さん
の理解と協力が不可欠です。みんなで協力し合いながら、活気ある地域を一緒につくりましょう。

相
あいかわ

川  春
は る き

生　　　　　　です。

平成 28 年８月から
活動しています

　　　　　　です。

今年６月から
活動しています

　　　　　　です。

今年６月から
活動しています

加
か と う

藤  美
み な こ

奈子

鎌
か ま だ

田  拓
た く や

矢

　相川隊員は、「幌糠農業・
農村支援センター」で、水耕
栽培などの技術を学んでいま
す。また、自分たちの活動や
地域の魅力などの情報をイン
ターネットを活用して発信し
ています。
　「幌糠農業・農村支援セン
ターの実験ハウスでは、野菜
や果物などさまざまなものを
栽培しています。作物が順調
に生育していく様子を観察す
るのは、とても楽しいですね」
と語ります。

　「インターネットを活用し
た情報発信は、主にＳＮＳ

（ソーシャル・ネットワーキ
ング・サービス）を使って行っ
ています。『いいね』『見たよ』
という声が少しづつ増えてい
るので、やりがいを感じてい
ます」と話します。
　「今後は、地域の皆さんと
の交流をさらに深めながら、
農産物をはじめとした留萌の
魅力を広く発信してきたいと
考えています」と意気込みを
見せます。

留萌の魅力を広く発信したい

　加藤隊員は、市・経済港湾
課で、観光振興を支援する活
動などに取り組んでいます。
　「十代のころ、留萌市に住
んでいました。また、母が暮
らしているので、結婚した後
も数年に一度のペースで帰郷
していました」と話します。
　「地域おこし協力隊の活動
を紹介しているテレビ番組を
見て、関心を持つようになり
ました。千葉県で暮らしてい
たころ、留萌の知名度があま
り高くないことをとても残念

に感じていました。おいしい
ものがたくさんある留萌が全
国区になるため、皆さんの協
力を得ながら、活動していき
たいと考えています」意気込
みを見せます。
　「将来的には、ヨガインス
トラクターの資格などを生か
し、みんなが集まれる場所づ
くりにも挑戦したいですね。
まずは皆さんに覚えてもらい
たいと考えています。マチで
見かけたら、気軽に声を掛け
てください」と語ります。

留萌の知名度を全国区にしたい

　鎌田隊員は、相川隊員と共
に「幌糠農業・農村支援セン
ター」で、水耕栽培などの技
術を学んでいます。
　「今年３月に北海学園大学
の法学部を卒業しました。就
職活動の折に、『地域おこし
協力隊』のホームページで隊
員の活動を見て、自分もさま
ざまな経験を積んでもっと成
長したいと考えるようにな
り、留萌市の地域おこし協力
隊に応募しました」と振り返
ります。

　「農業の経験は、北見市で
農業を営んでいる祖父母の手
伝いを何度かしたくらいです
が、多くのことを学んで頑
張っていきたいと考えていま
す」と意気込みを見せます。
　「将来は自給自足の生活を
したいと考えているので、農
業を学ぶことが目標を達成す
るために一番近い道ではない
かと今は感じています。今後
は、地域の方と会う機会を増
やし、交流を深めていきたい
ですね」と話します。

経験を積んでもっと成長したい



日常生活の中でできる「クールチョイス」の例

それぞれの基本的な役割について

広報るもい　2017（平成 29）年 ■８月号 1011

　市では、「クールチョイス（ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ＝賢い選択）」
に賛同しており、地球温暖化対策を推進しています。

「クールチョイス」で
地球温暖化対策

市・環境保全課　　４２‐１８０６問

広報るもい　2017（平成 29）年 ■８月号

地球温暖化対策活動に参加しましょう

▼「クールチョイス」は、温
暖化対策につながる賢い選択
を促す国民運動です。
　国は、2030 年度の温室効
果ガス排出量を 2013（平成
25）年度比で 26％削減する
ことを目指し、27 年７月か

ら「クールチョイス」を推進
しています。
　留萌市では、今年４月に「国
民運動『クールチョイス』市
長宣言」を行い、子どもたち
や未来の市民が安心して暮ら
すことができる環境を後世に

残していくため、「クールチョ
イス」を市全体で取り組むこ
とを宣言しました。

▼「クールチョイス」のロゴマーク

特 集

▼温室効果ガスの排出量を削減するためには、「国」「地方公共団体」「企業・事業所」「国民」それ
ぞれが役割を自覚し、実践していくことが重要です。

【 国 の 役 割 】
地球温暖化に関する国際協力の推進

国民への地球温暖化防止活動の働き掛け

大気中の温室効果ガス現状などの
観測および監視

　　　　　　　　　　など

 ・

 ・

 ・

【 地方公共団体の役割 】
地域の条件に応じた施策の推進

事業者および地域住民が行う活動の促進

　　　　　　　　　　など

 ・

 ・

【 企業などの役割 】

事業内容などに照らして適切
で効果的・効率的な取り組みの実施

製品・サービスの提供などのライフ
サイクルを通じた環境負荷の低減

など

 ・

 ・

【 国 民 の 役 割 】

地球温暖化対策活動への参加

日常生活における温室効果ガスの削減

 ・

 ・

「クールチョイス」
の

普及・実践

　地球温暖化を防ぐため、みんなで協力し合いながら、後世に住みよい環境をつないでいきましょ
う。「クールチョイス」へのご協力をよろしくお願いします。
　また、市では「クールチョイス」を推進するため、関連事業を計画していますので、ぜひご参
加ください。

今日から「クールチョイス」を始めましょう

▼「クールチョイス」を始め
ることは、国民の基本的な役
割である「地球温暖化対策
活動への参加」「日常生活に
おける温室効果ガスの削減」

の第一歩です。
　家庭や職場、地域など日常
生活の中でできる「クール
チョイス」はさまざまで、「で
きるだけ地場産のものを選

ぶ」「買い物の際にマイバッ
クを持参する」「クールビズ
やウオームビズを活用し、冷
暖房の使用を抑える」などが
あります。

クールビズやウオームビズを活用
し、冷暖房の使用を抑える

◎室内照明などをＬＥＤ電球に取り
換えたり、省エネ家電やエコカー
を使用する

◎

室内照明などの明るさを調整する◎

アイドリングストップなどエコ
ドライブに取り組む

◎

エコ住宅で暮らす◎

公共交通機関を利用する◎

できるだけ地場産のものを選ぶ◎

家電製品のコンセン
トを外し、待機電力
の削減に取り組む

◎

食べ残しを減らしてごみの削
減に取り組む
◎

新聞紙や缶、瓶など
の資源ごみを分別し、
リサイクルを推進す
る

◎

【 家庭でできること 】 【 職場でできること 】

【 家庭や地域でできること 】

買い物の際にマイバックを持
参する

◎

詰め替えできる商品を選ぶ◎

リサイクル製品を選ぶ◎

小さな行動の積み重ねが未来につなが
る賢い選択となります。
皆さんも「クールチョイス」を日常生
活に取り入れ、できることから始めま
しょう。



留萌市市民防災訓練

自主防災組織の活動例

広報るもい　2017（平成 29）年 ■８月号 1213

　地震や津波などの災害の発生に備えて自主防災組織を結成し、
安心で安全な地域づくりを進めましょう。

自主防災組織で
災害に備えよう！

市・総務課　　５６‐５００５

広報るもい　2017（平成 29）年 ■８月号

自主防災組織を結成しましょう

▼自主防災組織は、住民一人ひとりが「自分の命は自分で守る
（自助）」「自分たちの地域は自分たちで守る（共助）」という考
えの下に結成し、災害に備えて防災活動や避難訓練などに取り
組む任意団体です。
　町内会などの組織を生かして結成することが一般的ですが、
複数の町内会や自治会で連携したり、小学校の校区単位で組織
を結成する場合もあります。

自主防災組織づくりを進めるために

特 集

　災害の被害を最小限にするためには、日ごろからの心構えと準備が大切です。自主防災組織や
市民防災訓練などに参加し、いざというときに備えて防災意識を高めましょう。

９月１日は「防災の日」・防災関連事業のお知らせ

【 組織の結成が難しい場合は 】
　市では、「お茶の間トーク」を通じて町内会などに伺い、防
災や自主防災組織などに関して説明しています。「お茶の間トー
ク」については、下記へお問い合わせください。
　　市・政策調整課　　　４２-１８０９

▼市では、「留萌市市民防災訓練」を下記の
日時に実施します。ぜひ訓練にご参加くださ
い。なお、詳細については、各町内会・自治
会にお知らせします。
　　９月３日　　9：00 ～
　　緑丘小学校体育館ほか
　　避難訓練や避難所体験など

【 北海道の取り組み 】北海道シェイクアウト
▼シェイクアウトは、大地震から身を守るた
め、参加者が日時に合わせて一斉に行う防災
訓練です。職場や家庭で手軽に参加すること
ができ、個人でも参加可能です。下記の日時
に合わせ、各自で訓練を実施してください。
　　９月１日　　10：00 ～（１分間）
　　

問

日
所
内

日

災害が発生した場合に
は、地域住民が互いに協
力し合い、助け合うこと
がとても大切です。

問

内

▼自主防災組織づくりを進めるためには、皆さんの地域でできる活動について話し合い、できる
ことから取り組むことが大切です。まずは順番に始めましょう。

（１）防災連絡員を市役所に登録する
（２）町内会・自治会の連絡網を作成する
（３）地域の危険箇所を確認する
（４）地域の避難場所を確認する
（５）防災について話し合う（「お茶の間トーク」の活用など）

①姿勢を低くする　②頭を守る
③そのまま 1 分間じっとする

▼市内では近年、町内会・自治会で自主防災
組織を結成し、災害に備えて防災活動や避難
訓練などに取り組む地域が広がっています。
　各町内会・自治会の自主防災組織では、連
絡網の作成や避難場所の確認などに取り組む

とともに、会員を対象にした防災講習会や避
難訓練などを実施して地域防災力の向上を
図っています。
　ここでは、市内の町内会・自治会が実際に
行った活動事例を紹介します。

活動事例②

▲市職員（写真中央）と共に炊き出
　し訓練を行う双葉親睦会の会員

　市職員と共に炊き出し訓練などを実施

　双葉親睦会では、会員を対
象にした防災訓練を今年７月
に双葉会館で実施しました。
　防災訓練では、双葉親睦会
の会員 12 人が参加し、炊き
出しやＡＥＤ（自動体外式除
細動器）の操作などについて

知識を深めました。
　特に炊き出し訓練では、会
員たちが市職員からアルファ
化米（乾燥米飯）の調理方法
などの手ほどきを受けなが
ら、実際に炊き出しの手順を
確認しました。

活動事例①

▲防災講習会に参加する福広会の会員

　避難路の危険箇所などを歩いて確認

　福広会では、避難路の危険
箇所などを確認することを目
的とした防災講習会を昨年９
月に開催しました。
　防災講習会では、福広会の
会員 15 人のほか、派遣講師
として市と留萌振興局の防災
担当職員が参加し、３グルー

プに分かれて地域を歩き、避
難路付近にある商店の看板や
倒壊のおそれがある家屋、避
難場所までにかかる時間など
を調査しました。
　調査後は、各グループが順
に調査結果を発表し、互いの
情報を共有しました。

力し合い、助け合うこと
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　５月５日（こどもの日）、市と市教育委員
会主催の「かずの子のマチ留萌フェスタ」が
船場公園管理棟で開催されました。
　このイベントは、市が推進する水産加工品
の消費拡大推進事業の一環として開催され、
５月５日が「かずの子の日」に制定されたこ
とにちなんで実施し、今年で２回目です。
　留萌市議会は、留萌市の地場産業の振興と
地域内の経済循環への波及効果が生まれるこ
とを期待し、議員提案による「留萌市かずの
子条例」を平成28年９月第３回定例会で全
会一致により可決し制定しました。
　イベント当日は、議員10人が管理棟前で
来場者に、市公認かずの子応援マスコット
キャラクター「Ｋ
ＡＺＵＭＯちゃ
ん」のイラスト入
り“うちわ”やかず
の子条例の内容を
紹介したチラシを
配布しました。

　５月14日、神居岩総合公園内の
「21世紀の桜の丘」で開催された市
民育樹祭に参加しました。留萌市森
林・林業・林産業活性化推進議員連
盟の事業の一環で、８人の議員が心
地良い汗を流しました。
　今年は、日本さくらの会からエゾ
ヤマザクラの若木の寄贈を受け、54本の苗
木を参加した市民と共に植えました。若木を
支える人、土を掛ける人と息を合わせての作
業。また、これまでに植樹された桜の木に肥
料を播き、来年も爛漫と咲き香ってくれるこ
とを願いました。
　「21世紀の桜の丘」には、1,414本の桜が
植樹されています。留萌の桜の名所として、
多くの市民の方に観て、楽しんでもらいたい
と思いました。
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題
と
し

て
、
１
つ
目
が
「
参
加
し
や
す
い

議
会
」
で
す
。
こ
れ
は
、
議
会
モ

ニ
タ
ー
制
度
な
ど
の
新
た
な
市
民

参
加
シ
ス
テ
ム
や
夜
間
・
休
日
議

会
を
検
討
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
や
す
い
環
境
の
整
備
で

す
。

　

２
つ
目
が
「
議
会
運
営
の
透
明

化
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
本
会

議
や
予
算
・
決
算
審
査
特
別
委
員

会
の
議
事
録
の
公
開
な
ど
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
に
お
い
て
は
各

委
員
会
の
公
開
や
議
事
録
公
開
に

向
け
、
検
討
し
ま
す
。

　

３
つ
目
が
「
議
会
の
Ｉ
Ｔ
化
の

検
討
」
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
議
場
に
お
け

る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
、
全
国
の

議
会
に
お
い
て
も
検
討
さ
れ
て
き

て
お
り
、
経
費
削
減
に
繋
が
る
も

の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
念
頭
に
先
進

地
視
察
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
行

政
と
議
会
か
ら
な
る
二
元
代
表
制

を
地
域
行
政
の
発
展
の
一
躍
を
担

う
存
在
に
留
萌
市
議
会
が
な
る
べ

く
、
邁
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

議
会
基
本
条
例
の
検
証
に
つ
い
て

21
世
紀
の
桜
の
丘
、苗
木
10
年
ぶ
り
に
植
樹

留萌市議会

議会です
こんにちは
主
な
内
容
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全
国
市
議
会
議
長
会
は
、
５
月
24

日
「
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、

第
93
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、
留
萌

市
議
会
か
ら
野
崎
議
長
が
出
席
。

　

開
会
式
で
は
、
岡
下
会
長
（
高
松

市
議
会
議
長
）
の
挨
拶
。
来
賓
と
し

て
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
他
４
人

の
大
臣
が
祝
辞
が
述
べ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
に
お
い
て
、
部
会
提
出

議
案
第
23
号
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営

再
建
及
び
、
路
線
維
持
に
向
け
た
支

援
に
つ
い
て
」
を
北
海
道
部
会
を
代

表
し
て
野
崎
議
長
が
提
案
理
由
の
説

明
を
行
い
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
留
萌
市
議
会
の
意

見
書
を
基
に
道
北
議
長
会
で
協
議
、

確
認
し
た
後
、
北
海
道
議
長
会
に
お

い
て
、
道
北
支
部
お
よ
び
道
東
支
部

の
共
同
提
案
（
若
干
修
正
）
と
な
り
、

こ
の
度
の
議
案
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、次
の
５
項
目
で
す
。

１
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
国
の
支
援
の

　

あ
り
方
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直

　

し
を
行
う
こ
と

２
、
北
海
道
固
有
の
コ
ス
ト
の
負
担

　

軽
減
に
つ
い
て
、
新
た
な
仕
組
み

　

を
早
急
に
講
じ
る
こ
と

３
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
安
定
の
た

　

め
の
改
善
に
向
け
た
対
策
を
早
急

　

に
講
じ
る
こ
と

４
、
輸
送
力
強
化
、
観
光
客
の
増
加

　

に
対
す
る
鉄
道
施
設
の
バ
リ
ア
フ

　

リ
ー
化
の
推
進
な
ど
増
収
策
に
つ

　

な
が
る
対
策
に
対
し
て
は
、
適
時

　

資
金
面
で
の
支
援
を
行
う
こ
と

５
、早
急
な
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る
、

　

老
朽
化
し
た
鉄
道
施
設
の
保
全
・

　

更
新
や
耐
震
化
の
維
持
費
用
に
つ

　

い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
再

　

生
が
図
ら
れ
る
ま
で
の
間
、
特
別

　

な
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と

▲北海道部会を代表して提案理由を
　述べる野崎議長

鉄
路
の
維
持
を
求
め
る
議
案
を
決
議

全
国
市
議
会
議
長
会
が
開
催

留萌市議会だより 議会です こんにちは

サ
イ
マ
ル
ラ
ジ
オ

放
送
ス
タ
ー
ト

　　かずの子フェスタで
　来場者に「うちわ」などを配布
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野
呂　

照
幸  

民進党

質
問

 

免
許
証
の
自
主
返
納
制
度
に
つ
い
て

　

自
主
返
納
制
度
利
用
に
よ
る
、
留
萌
市
の
返

納
者
数
お
よ
び
返
納
率
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

ま
た
、
公
共
交
通
機
関
が
十
分
で
な
い
地
域
に

住
む
返
納
者
に
対
し
て
は
、
タ
ク
シ
ー
の
利
用

ク
ー
ポ
ン
や
公
共
交
通
の
無
料
乗
車
券
や
助
成

な
ど
を
毎
年
交
付
す
る
と
い
っ
た
、
思
い
切
っ

た
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁

留
萌
市
の
過
去
３
年
間
に
お
け
る
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
状
況
は
、
平
成
26
年
度

17
件
、
27
年
度
32
件
、
28
年
度
33
件
と
な
っ
て

お
り
、
年
代
別
に
見
る
と
70
代
、
80
代
の
方
が

多
く
返
納
さ
れ
て
い
る
傾
向
で
あ
る
。
ま
た
、

高
齢
者
社
会
を
迎
え
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

免
許
証
の
自
主
返
納
に
か
か
わ
ら
ず
、
高
齢
者

の
安
心
安
全
な
移
動
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
高
齢
者
の
外
出
機
会
の
増
大
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
他
都
市
な
ど
で
実

施
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
助
成
制
度
、
公
共
交

通
環
境
な
ど
調
査
研
究
し
た
い
。

質
問

墓
地
の
あ
り
方
と
合
祀
墓
に
つ
い
て

　

少
子
高
齢
時
代
を
考
え
る
と
き
、
継
承
者
不

在
の
墓
の
多
様
化
に
つ
い
て
、ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
検
討
結
果
は
ど

う
な
っ
た
の
か
。
ま
た
、
合
祀
墓
（
合
同
墓
）

の
設
置
の
考
え
と
時
期
は
い
つ
か
。

▲合祀墓（合同墓）の設置が検討される
　市営墓地

答
弁

子
供
や
親
族
が
先
祖
の
墓
を
守
る
、
当

た
り
前
の
こ
と
が
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
の
中
で
変

化
し
て
き
て
い
る
。
合
同
墓
に
つ
い
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
合
同
墓
に
つ
い
て
の
相

談
が
あ
り
、
市
に
お
い
て
も
設
置
を
前
提
に
検

討
を
始
め
て
お
り
、
現
在
は
市
営
墓
地
内
で
、

合
同
墓
の
適
地
の
一
定
の
絞
り
込
み
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
は
施
設
規
模
の
決
定
と
、
利
用
条

件
や
料
金
な
ど
の
規
約
の
整
理
と
条
例
改
正
等

の
準
備
を
行
い
、
平
成
30
年
度
の
設
置
を
目
指

し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

 

澤
井　

篤
司  

萌政会

質
問

人
口
減
対
策
と
成
果
に
つ
い
て

　

市
が
策
定
し
た
留
萌
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、
２
０
４
０
年
度
の
目
標
人
口
を
、
国
の
推

計
よ
り
約
１
千
人
多
い
１
万
４
６
７
８
人
を
目

標
に
掲
げ
た
。
こ
れ
は
社
会
減
対
策
と
し
て
は

毎
年
50
人
の
人
口
引
き
上
げ
に
相
当
す
る
。
策

定
か
ら
１
年
半
が
経
過
し
た
が
、
こ
の
数
値
目

標
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
政
策
と

数
値
評
価
、
新
た
な
政
策
案
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。
過
去
に
提
案
し
た
生
産
年
齢
人
口
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
定
住
促
進
制
度
や
期
限
付
き
土

地
無
償
化
の
検
討
の
進
捗
を
伺
う
。

▲留萌市が目標とする2040年度の人口
　ビジョン

答
弁

社
会
減
抑
制
策
と
し
て
、
農
業
を
核
と

し
た
産
業
創
出
、
住
宅
改
修
助
成
、
医
療
ク
ラ

ー
ク
の
育
成
支
援
事
業
等
を
戦
略
の
柱
と
し
て

い
る
。
達
成
度
評
価
人
口
は
国
勢
調
査
人
口
を

使
用
し
て
お
り
、
数
値
評
価
は
２
０
２
０
年
以

降
に
な
ら
な
い
と
困
難
。
人
口
減
少
の
抑
制
を

実
感
で
き
る
よ
う
、
情
勢
変
化
に
も
対
応
し
な

が
ら
、
従
来
の
施
策
を
ベ
ー
ス
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
定
住
促
進
策
は
他
地
域
の
情
報
収

集
と
と
も
に
市
民
、
関
係
団
体
か
ら
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
調
査
研
究
し
て
い
く
。

質
問

20
年
後
の
留
萌
の
形
に
つ
い
て

　

第
６
次
総
合
計
画
で
は
マ
チ
の
目
指
す
姿
と

し
て
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
掲
げ
た
。
人
口
密
度
の
低
下
と
、
行
政

コ
ス
ト
増
に
耐
え
る
マ
チ
の
形
・
大
き
さ
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
の
が
理
想
か
を
伺
い
た

い
。
マ
チ
機
能
の
再
編
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
で
公

共
事
業
の
民
間
資
力
活
用
に
よ
り
財
政
負
担
を

減
ら
し
、
将
来
の
仕
事
を
創
出
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
。
仕
事
が
雇
用
と
消
費
を
生
み
、
息
の

長
い
人
口
対
策
に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁

効
率
的
か
つ
機
能
性
の
高
い
コ
ン
パ

ク
ト
な
マ
チ
づ
く
り
に
つ
い
て
経
済
団
体
や
町

内
会
長
会
議
な
ど
幅
広
い
市
民
と
も
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

 

鵜
城　

雪
子  

萌政会

質
問

ご
み
問
題
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
に
ご
み
が
23
種
類
に
分
別
す
る
こ

と
に
な
っ
た
た
め
、
市
民
か
ら
多
く
の
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
苦
情
の
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
多
い
か
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
苦
情
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の

か
。　
　
　
　

　

小
平
町
で
は
、
町
内
会
長
が
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
認
知
症
の
方
な
ど
を
町

に
知
ら
せ
、
次
に
保
健
師
が
判
断
し
て
ご
み
の

平
成
29
年 

第
２
回
定
例
会
一
般
質
問
と
答
弁

■
平
成
29
年
度
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策

に
つ
い
て

　

市
で
は
平
成
25
年
5
月
に
決
定
し
た

「
留
萌
市
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ

ラ
ン
」、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、

避
難
行
動
要
支
援
者
の
「
個
別
計
画
」
の

作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
の
作
成

に
つ
い
て
は
個
人
情
報
を
掲
載
す
る
た
め

対
象
者
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
要
支
援
対
象
者
数
が
約

４
２
０
０
人
に
対
し
、
名
簿
提
供
に
同
意

す
る
人
の
数
が
約
１
５
０
０
人
で
あ
り
、

な
か
な
か
名
簿
の
作
成
が
進
ま
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
名
簿
提
供
に
同
意
を
し

な
い
人
た
ち
の
理
由
は
な
に
か
、
同
意
を

す
る
よ
う
に
何
か
工
夫
は
で
き
な
い
か
な

ど
の
意
見
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
検
討
を
重

ね
、
今
後
、
名
簿
作
成
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

■
平
成
29
年
度
除
排
雪
対
策
に
つ
い
て

　

昨
年
度
は
少
雪
傾
向
に
よ
り
、
除
雪
に

関
わ
る
費
用
も
前
年
度
比
20
％
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
除
排
雪
に
関
す
る
苦
情
・

問
い
合
わ
せ
件
数
も
１
８
３
件
と
過
去
10

年
と
比
べ
て
最
も
少
な
い
件
数
と
な
り
ま

し
た
。

　

苦
情
・
問
い
合
わ
せ
の
中
で
多
か
っ
た

も
の
は
、
凍
結
し
た
ツ
ル
ツ
ル
路
面
に
対

し
、
滑
り
止
め
材
や
融
雪
剤
の
散
布
要
請

で
し
た
。「
排
雪
に
入
る
日
程
を
教
え
て

ほ
し
い
」「
市
民
雪
捨
て
場
の
オ
ー
プ
ン

日
程
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
運
搬

排
雪
作
業
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
エ
フ
エ
ム
も
え
る
に
よ
る
周
知
徹
底

を
要
望
し
ま
し
た
。

■
温
水
プ
ー
ル
ぷ
る
も
の
開
設

　

平
成
13
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
温
水
プ
ー

ル
「
ぷ
る
も
」
は
、
留
萌
市
財
政
健
全
化

計
画
の
中
で
年
間
約
５
千
万
円
の
維
持
経

費
が
見
直
し
対
象
と
な
り
、
平
成
20
年
度

か
ら
休
止
、
23
年
度
ま
で
は
学
校
の
プ
ー

ル
授
業
を
中
止
。
24
年
度
か
ら
25
年
度
ま

で
は
、
深
川
市
温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
、

年
間
１
回
の
学
校
プ
ー
ル
授
業
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
26
年
度
か
ら
小
学
校
の
授
業

専
用
と
し
て
一
部
開
設
を
行
い
、
夏
季
休

業
期
間
中
は
、
一
般
開
放
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
留
萌
市
議
会
と
し
て
「
学

校
授
業
だ
け
で
な
く
市
民
の
健
康
増
進
に

対
す
る
意
識
向
上
も
考
慮
し
、
再
開
に
向

け
た
検
討
を
行
う
こ
と
」
に
つ
い
て
要
望

書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

市
が
、
30
年
度
以
降
の
施
設
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
た
め
、
留
萌
市
民
１
千
人
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
を
教
育
委
員
会
か
ら
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
16
歳
以

上
の
留
萌
市
民
の
中
か
ら
、
無
作
為
に

１
千
人
を
選
び
、
郵
送
。
質
問
項
目
な
ど

内
容
に
つ
い
て
、
議
会
意
見
を
考
慮
し
、

教
育
委
員
会
を
経
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
今
年
は
、
７
月
23
日
㈰
か
ら
８
月

20
日
㈰
の
期
間
を
一
般
に
開
放
す
る
こ
と

が
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

■
各
種
計
画
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
の
日
常
生
活

や
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め

の
各
種
計
画
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
提

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
４
期
留
萌
市
障
が
い
者
保
健
福
祉
計

画
（
平
成
30
〜
35
年
度
）、
第
５
期
留
萌

市
障
が
い
福
祉
計
画（
平
成
30
〜
32
年
度
）

及
び
第
１
期
留
萌
市
障
が
い
児
福
祉
計
画

（
平
成
30
〜
32
年
度
）
策
定
予
定
。

　

ま
た
、
第
７
期
留
萌
市
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
30

〜
32
年
度
）
策
定
予
定
。
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
反
映
さ
せ
て
11
月
に
は
素
案

を
説
明
し
た
い
と
報
告
を
う
け
、
常
任
委

員
会
議
論
の
時
期
と
議
会
意
見
反
映
の
た

め
の
流
れ
を
確
認
し
、
計
画
策
定
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
決
定
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。

第１常任委員会からの報告

第２常任委員会からの報告

▲昨年度より少なかった除排雪作業

▲温水プール「ぷるも」の施設内

▲防災訓練の様子
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留萌市議会だより 議会です こんにちは

を
作
成
し
、
支
援
が
必
要
な
方
々
を
支
え
る
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か

　

ま
た
、
作
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
は
、

ご
当
地
キ
ャ
ラ
の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
も
配
置
し
、

子
ど
も
に
も
親
し
み
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
検
討

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

市
民
に
対
し
て
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
意
味
の

周
知
啓
発
も
必
要
と
な
る
と
思
う
が
、ど
う
か
。

▲東京都が作成したヘルプマークとカード

答
弁

北
海
道
に
お
い
て
全
道
的
か
つ
効
果

的
に
展
開
し
て
い
く
た
め
、
道
と
市
町
村
が
十

分
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
の
考
え
に
立
ち
、
現
在
「
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
等
の
普
及
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
（
案
）」
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
経
過
を
把
握
し
な
が
ら
研
究
・
検

討
し
て
い
く
。

 

笠
原　

昌
史  

民進党

質
問

市
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
縮
減
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

市
は
毎
週
水
曜
日
を
「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
と

定
め
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
と
実
施
は
徹
底
さ

れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
時
間
外
勤
務
が
発
生
し

た
職
員
に
対
し
て
振
替
や
代
休
の
取
得
を
推
奨

し
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

答
弁

国
が
平
成
４
年
度
に
、
超
過
勤
務
の
縮

減
に
向
け
、全
府
省
を
通
じ
毎
週
水
曜
日
を「
全

府
省
一
斉
定
時
退
庁
日
」と
定
め
た
こ
と
か
ら
、

市
で
も
５
年
度
か
ら
、
毎
週
水
曜
日
を
「
ノ
ー

残
業
デ
ー
」
と
指
定
し
た
。

　

25
年
度
か
ら
は
、
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、

各
職
場
の
業
務
状
況
に
よ
り
、
水
曜
日
以
外
で

も
指
定
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
今
後
は

よ
り
実
効
性
の
高
い
労
務
管
理
に
つ
い
て
研
究

を
進
め
た
い
。

　

ま
た
、
振
替
や
代
休
に
つ
い
て
は
、
職
員
の

健
康
に
配
慮
し
、
所
属
長
に
対
し
て
勤
務
時
間

の
臨
時
変
更
や
代
休
の
取
得
な
ど
適
切
な
取
り

扱
い
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

質
問

市
民
の
暮
ら
し
に
必
要
な
行
政
情
報

が
掲
載
さ
れ
た
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
（
仮
称
）」

の
発
行
に
つ
い
て

　

市
は
過
去
に
市
民
の
暮
ら
し
に
必
要
な
情
報

を
ま
と
め
た
冊
子
を
発
行
し
て
い
た
が
、
現
在

は
発
行
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
経
緯
と
今
後
、

そ
の
よ
う
な
冊
子
を
発
行
す
る
考
え
が
あ
る
か

伺
い
た
い
。

答
弁

平
成
７
年
度
に
「
暮
ら
し
の
し
お
り
」

を
発
行
し
、
全
世
帯
に
配
布
し
た
が
、
制
度
変

更
な
ど
へ
の
対
応
が
で
き
ず
、
費
用
対
効
果
を

考
慮
し
、
翌
年
度
か
ら
発
行
を
見
合
わ
せ
た
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
く
ら
し
の
便
利
帳
」

を
設
け
た
ほ
か
、
内
容
を
印
刷
し
た
フ
ァ
イ
ル

を
市
内
公
共
施
設
に
配
置
し
て
い
た
。

　

冊
子
の
発
行
に
つ
い
て
は
同
様
に
発
行
し
て

い
る
他
の
市
町
村
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
検

討
し
た
い
。

▲暮らしに役立つ情報が掲載されている市
　ホームページ

 

坂
本　
　

茂  

無会派

質
問

不
納
欠
損
を
発
生
源
で
抑
え
る
こ
と

に
つ
い
て

　

市
は
平
成
28
年
度
、
各
種
税
や
使
用
料
な
ど

総
額
３
７
７
５
万
１
８
４
２
円
（
該
当
者

５
０
２
人
）
を
不
納
欠
損
と
し
て
処
理
。
不
納

の
原
因
は
一
部
を
除
き
「
生
活
困
窮
」
に
あ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
未
納
に
責
任
を
感
じ
な
い
市

民
は
い
な
い
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
所
得
が
低
く
て
納
め
ら
れ
な

い
と
き
の
た
め
に
減
免
制
度
が
あ
る
訳
で
、
納

税
者
の
心
境
に
配
慮
し
た
さ
ら
な
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

▲債権放棄調書から放棄した事由

答
弁

困
っ
て
い
る
市
民
に
対
し
て
気
遣
う

と
い
う
思
い
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
市
民
か
ら
相
談
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
を

構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
早
め
に
相
談
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
体
制
、
気
付
き
の
点
で
も
強
め
て

い
き
た
い
。

質
問

高
齢
者
の
自
動
車
運
転
免
許
証
自
主

返
納
に
つ
い
て

　

高
齢
者
の
公
共
交
通
機
関
割
引
券
発
行
な
ど

高
齢
者
の
移
動
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者

に
優
し
く
安
心
し
て
免
許
返
納
が
で
き
る
マ
チ

づ
く
り
を
急
ぐ
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
弁

高
齢
者
の
交
通
事
故
は
間
違
い
な
く

増
加
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
他
都
市
の
状

況
も
広
く
調
査
し
な
が
ら
市
と
し
て
で
き
る
支

援
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

分
別
を
し
な
く
て
も
良
い
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ

れ
て
い
る
。

　

留
萌
市
で
も
高
齢
者
な
ど
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
施
策
を
講
じ
る
考
え
は
な
い
か
、
伺
う
。

▲ごみステーションに残された分別が不適切な
　ごみ

答
弁

市
民
の
苦
情
は
、
ご
み
袋
を
残
さ
れ

る
、ご
み
の
種
類
が
分
か
ら
な
い
な
ど
が
多
い
。

ま
た
、
苦
情
に
対
し
て
は
、
職
員
が
現
場
に
出

向
い
て
説
明
を
し
て
い
る
。

　

今
後
も
高
齢
化
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
分
別

排
出
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
き

め
細
か
に
対
応
す
る
ほ
か
、
状
況
に
応
じ
て
自

宅
や
町
内
会
を
訪
問
し
、
分
別
方
法
に
つ
い
て

理
解
と
協
力
を
お
願
い
す
る
。

質
問

入
浴
困
難
問
題
に
つ
い
て

　

昨
年
５
月
に
市
内
か
ら
最
後
の
公
衆
浴
場
が

廃
業
し
た
。
そ
の
後
１
年
が
経
つ
が
、
市
内
唯

一
の
温
泉
施
設
の
利
用
啓
発
は
ど
の
よ
う
に
行

な
っ
て
き
た
か
。

　

ま
た
、
深
川
市
で
は
留
萌
市
よ
り
も
先
に
公

衆
浴
場
が
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
無
料
の
バ
ス

が
運
行
さ
れ
て
い
る
。

　

富
良
野
市
や
根
室
市
な
ど
他
都
市
の
対
策
に

つ
い
て
、
留
萌
市
は
ど
の
よ
う
な
調
査
・
研
究

が
さ
れ
て
き
た
か
。
家
庭
で
入
浴
で
き
な
い
方

に
、
行
政
と
し
て
で
き
る
だ
け
の
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
お
聞
き

し
た
い
。

答
弁

市
内
の
温
泉
施
設
の
利
用
を
お
願
い

し
て
い
く
と
と
も
に
、
風
呂
の
設
置
に
お
け
る

相
談
を
受
け
て
い
く
。
他
市
の
状
況
も
調
査
を

し
て
い
く
。
市
営
住
宅
の
大
規
模
改
修
に
合
わ

せ
て
、市
と
し
て
風
呂
の
設
置
を
進
め
て
い
く
。

 

村
山
ゆ
か
り  

萌　芽
クラブ

質
問

高
橋
市
政
の
展
望
に
つ
い
て　

　

３
期
目
の
高
橋
市
政
は
、
５
つ
の
政
策
と
東

光
小
学
校
の
改
築
な
ど
重
点
的
な
施
設
整
備
を

掲
げ
、
着
実
に
執
行
し
て
き
た
が
、
評
価
と
自

身
の
感
想
を
伺
い
た
い
。
新
た
な
高
校
づ
く
り

が
進
ん
で
い
る
が
、
北
海
道
教
育
委
員
会
が
示

す
８
月
末
ま
で
の
譲
渡
判
断
を
伺
い
た
い
。

　

来
年
２
月
の
留
萌
市
長
選
挙
、
４
期
目
出
馬

の
展
望
を
伺
い
た
い
。

答
弁

市
民
が
主
人
公
と
い
う
姿
勢
を
大
切

に
し
、
積
極
的
な
対
話
を
重
ね
、
人
口
減
少
社

会
に
お
け
る
行
政
課
題
を
整
理
し
、
次
の
世
代

に
し
っ
か
り
と
留
萌
を
残
し
て
い
く
形
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
。

　

新
た
な
高
校
は
、
検
討
の
結
果
、
留
萌
中
学

校
校
舎
と
し
て
活
用
す
る
方
向
性
で
確
認
し

た
。
最
終
的
な
判
断
ま
で
に
は
、
市
民
や
保
護

者
の
意
見
を
聴
き
、
議
論
し
た
い
。

　

４
期
目
出
馬
に
つ
い
て
は
、
多
選
に
対
す
る

市
民
か
ら
の
厳
し
い
目
や
懸
念
要
素
も
あ
る
の

で
今
後
、
関
係
者
と
協
議
し
慎
重
に
判
断
し
た

い
。質

問

北
光
中
学
校
の
廃
校
と
校
舎
利
活
用

に
つ
い
て　

　

人
口
や
公
共
施
設
が
減
少
し
て
い
る
港
北
地

域
の
未
来
像
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

留
萌
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
運
営
協
会
が

来
年
３
月
末
で
閉
校
と
な
る
北
光
中
学
校
校
舎

を
同
セ
ン
タ
ー
の
移
転
先
の
候
補
地
と
し
て
い

る
こ
と
を
総
会
で
報
告
し
て
い
る
。
課
題
を
伺

い
た
い
。

　

北
光
中
学
校
校
舎
に
移
転
す
る
と
想
定
の
場

合
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
た
い
。

▲来年３月末で閉校となる北光中学校

答
弁

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
見
直
し
、

老
朽
化
が
予
想
さ
れ
る
住
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

核
と
な
る
施
設
に
一
元
化
を
誘
導
す
る
な
ど
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
強
化
に
取
り
組
み
た

い
。

　

北
光
中
校
舎
は
築
15
年
、
市
と
し
て
は
利
活

用
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
譲
渡
や
貸

与
な
ど
の
条
件
を
協
議
し
、
閉
校
後
に
普
通
財

産
に
所
管
替
え
を
し
て
契
約
締
結
後
に
必
要
な

改
修
を
し
て
移
転
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

戸
水
美
保
子  

留　萌
公明党

質
問

合
同
墓
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

　

昨
年
の
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
市
営
墓

地
の
中
に
合
同
墓
を
設
置
で
き
な
い
か
と
い
う

質
問
を
し
た
。
市
長
か
ら
は
「
検
討
を
し
て
い

く
」
と
い
う
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
第

１
回
定
例
会
で
は
今
年
度
検
討
し
て
い
く
と
答

弁
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
検
討
は
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
。

答
弁

市
に
お
い
て
も
墓
地
の
継
承
者
の
問

題
な
ど
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
納
骨

方
法
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
30
年
度
に
合
同
墓

を
設
置
す
る
。

質
問

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
活
用
し
た
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
の
作
成
に
つ
い
て

　

内
部
障
が
い
や
難
病
の
方
な
ど
外
見
か
ら
は

分
か
ら
な
い
が
、
周
囲
か
ら
援
助
や
配
慮
が
必

要
な
方
の
た
め
に
、
東
京
都
が
作
成
し
た
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留萌市議会だより 議会です こんにちは

各組合議会からの報告

■一般廃棄物最終処分施設（不燃系）にお
ける火災についての経過報告

　３月10日午後、不燃系埋立区画から火災が発生。火災発生箇
所では火炎が５ｍくらい。施設内の消火器による初期消火で火炎
は弱まったが、消防署による消火活動により鎮火しました。
　この火災により、遮水シート、保護シートおよびガス抜き管の
焼損がありました。12日に再度、火災警報が鳴り確認。発煙を
確認し初期消火を行いました。その後、火炎は確認していません
が、消防署による消火活動を行ったことの報告を受けました。
　組合議会議員協議会は、火災原因
と火災現場の状況と対応策について
協議。火災原因は、不燃ごみが化学
変化などにより発熱、発火した可能
性はあるが原因不明と判断。消火体
制の確認、警備体制の強化、安全性
など再発防止を指摘しました。
　５月31日の臨時議会で、ガス抜
き管復旧工事と遮水シート補修工事
など復旧工事設計費（見込額）342
万４千円を追加補正しました。

　第２回定例会では、７人
が一般質問に登壇し、市営
墓地の合同墓設置や高齢者
の自動車運転免許自主返
納、JR留萌本線の存続問題
に関することなど、市民の
皆さんの暮らしに関する質
問をし、市長の考えを確認
しました。
　市議会では、皆さんの暮
らしに関係するさまざまな
ことを、活発に議論してお
り、市議会だよりや市議会
ホームページでも内容を紹
介しています。
　市議会を身近に感じてい
ただき、開かれた議会を構
築するためにも、これから
も広報・広聴活動の充実を
目指し、市民の皆さんとの
架け橋となるべく取り組ん
でいきます。（笠）

編集後記

こんなことが決まりました 平成29年 第２回定例会
６月６日～14日

留萌南部衛生組合議会

▲火災が発生した不燃系最終処分施設

▲火災発生箇所の焼損状況

　平成29年第２回定例会が９日間の会期で開催され、諮問１件、報告８件、議案14件、意見書案
５件などを審議しました。

　【諮　　問】
・人権擁護委員の推薦について
　【報　　告】
・留萌市土地開発公社の平成28年度決算に関する書類及び平成29年度事業計画に関する書類の提出について
・専決処分の報告について（損害賠償について）  ほか６件 ………………………… 　  了
　【議　　案】
・平成29年度留萌市一般会計補正予算（第１号）
・留萌市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定について
・留萌市職員退職手当支給条例の一部を改正する条例制定について
・留萌市過疎地域自立促進市町村計画の変更について
・留萌市農業委員会委員の任命について  ほか９件 ………………………… 原案可決
　【意見書案】
・地方財政の充実・強化を求める意見書
・義務教育費国庫負担制度堅持・負担率1/2への復元、教職員の超勤解消と「30人以下学級」の実現、「子
　どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障に向けた意見書
・平成29年度北海道最低賃金改正等に関する意見書
・ギャンブル等依存症対策の抜本的強化を求める意見書
・雪崩遭難者救助対策の推進を求める意見書

平成28年度 留萌市議会議員出席状況　平成28年４月１日～ 29年３月31日

※（公）は公務による欠席
※（病）は入院などによる欠席
※（監）は監査による欠席
※（―）は出席対象外の会議
※委員会は開催状況により出席回数が
異なります

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
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司
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均会 議 ・ 委 員 会 名 開催数
定 例 会 18 18 18 18 17 18 18 17 18 15 18 18 18 18 18 18 18
臨 時 会 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

特 別 委 員 会
予算審査 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
決算審査 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 3 2 3 3 3 （―） 3

議 会 運 営 委 員 会 22 （―） （―） （―） （―） 22 19 16 （―） 11 22 21 21 （―） 22 17
（監 1） 21

常 任 委 員 会

第１ 12 10 9 （―） 11 （―） 11 12 12 11 （―） （―） （―） （―） （―） （―） 10
（公 2）

第２ 24 （―） （―） 23 （―） 23 （―） （―） （―） （―） 24 24 22
（公 1） 24 24 21

（監 1） （―）

広報 14 13 （―） 14 11 （―） 14 11 （―） （―） 14 （―） （―） （―） 14 12
（監 2） （―）

地方創生及び総合計画に
関 す る 特 別 委 員 会

特別委員会 12 10 10 12 11 10 10 11 12 5 11 12 12 12 12 10
（監 1） 12

第１分科会 7 6 6 （―） 5 （―） 7 7 7 7 （―） （―） （―） （―） （―） （―） 6
（公 1）

第２分科会 8 （―） （―） 8 （―） 8 （―） （―） （―） （―） 8 8 5
（公 2） 8 8 7 （―）

全 員 協 議 会 7 6 7 6 7 7 6 6 7 3 7 6 7 7 7 7 7

委 員 会 名 開催数 構成委員
四 役 会 議 ４ 正副議長（野崎・村上）　議会運営委員会正副委員長（燕・川口）
委 員 長 会 議 ４ 正副議長（野崎・村上）　各委員会委員長（燕・野呂・村山・鵜城）

各 派 代 表 者 会 議 18
正副議長（野崎・村上）　議会運営委員会委員長（燕）
会派代表（珍田・小野・戸水・坂本守正）

留 萌 線 対 策 会 議 10 正副議長（野崎・村上）会派代表（土田・小野・戸水・坂本守正・米倉）
危 機 対 策 会 議 ０ 全議員
北海道後期高齢者医療広域連合議会議員 ２ 村上
留 萌 市 監 査 委 員 41 坂本守正
南 部 衛 生 組 合 議 会・ 協 議 会 ８ 議長（村山）・笠原・鵜城・戸水
消 防 組 合 議 会・ 協 議 会 ７ 議長（野呂）・澤井・米倉・小野・坂本茂
消 防 組 合 議 会 監 査 委 員 15 坂本茂

◆定例会
　議案など議会で審議される事項（事件）の有無に
かかわらず、定期的に招集される議会の会議で、留
萌市では条例で年４回と定めています。

◆臨時会
　定例会のほかに、臨時に会議を行う必要がある場
合、必要な特定の事件に限り、随時招集される議会
のことをいいます。

◆特別委員会
　常任委員会のほかに、特定の問題を審査するため
に必要に応じて設置される委員会で、基本的に全議
員で構成されます。

◆議会運営委員会
　議会運営の全般について協議し、意見などの調整
を図るために設けられている委員会です。審議の期

間や順番、議案や質問の取扱いなどの議会の運営や
会議規則、委員会条例などに関する協議、調査、審
査を行います。また、議会基本条例の検証や見直し
も行っており、月に２回以上開催しています。

◆常任委員会
　市の事務に関する調査や議案、請願・陳情などの審
査を行うために、条例で常設する委員会です。留萌
市では第１、第２、広報の３つの委員会が設置され
ています。議員は第１、第２のいずれかの常任委員
会に所属し、所管より事前に配布される資料を読み
込み、質問事項などを整理し委員会に臨んでいます。

◆全員協議会
　全議員が、将来審議される問題
などの事案について、報告・協
議するための会議です。

主
な
各
種
会
議
の
内
容
に
つ
い
て



▼不在などで市に返送された個人番号通知カードお
よび市で保管中の個人番号カード（マイナンバー
カード）の受け取り手続きを行っていない方などを
対象にした休日臨時窓口を開設します。
　対象の方は、「本人確認書類（運転免許証など）」

「交付案内はがき」「個人番号通知カード」を持参し、
交付窓口で受け取り手続きを行ってください。
　なお、個人番号カードおよび個人番号通知カード
は、本人受取が原則となります。
　詳しくは、下記へお問い合わせください。
●休日臨時窓口
　　８月 19 日　 、20 日　　9：00 ～ 17：00
　　市役所本庁舎１階市・市民課４番窓口
　　市・市民課　　　４２-１８０５

広報るもい　2017（平成 29）年 ■８月号 2223

 凡例 →　　日程・日時　　　場所・会場　　　対象　　　定員　　　 費用　　　内容　　　申込方法など
　　　　　　問い合わせ　　　電話　　　　ファクス　　　ホームページ　　　　メールアドレス　　問 FAX ＨＰ メール

日 所 対 定 費 内 申

くらし  お知らせの知りたい情報が
いっぱい ！

▲市の木「アカシア」

▼市の花
　「ツツジ」

広報るもい　2017（平成 29）年 ■８月号

　　留萌南部衛生組合　
　　４３-２５５５
問

▼収集の申し込みは、収集日２日前（閉庁日の場合は
その前の平日）の午後３時までに下記へお願いします。
●８月の粗大ごみ収集日 日 所

「８月の粗大ごみ収集日」についてご　み

16日 大町、瀬越町、港町、明元町、幸町、本町

17日 寿町、礼受町、浜中町、沖見町、平和台

18日 見晴町、宮園町、錦町、開運町、栄町

23日
三泊町、塩見町、春日町、元町、船場町、
花園町、末広町、旭町

24日
住之江町、泉町、野本町、千鳥町、元川町、
神居岩、堀川町、高砂町、五十嵐町

25日
緑ケ丘町、東雲町、南町、潮静、大和田、
藤山町、幌糠町、中幌、樽真布、南幌、
峠下町、東幌

　　８月 23 日　  　
　　13：00 ～ 16：00（30 分× 6 枠分）
　　保健福祉センターはーとふる１階１号会議室
　　８月 22 日　 まで（土・日曜日、祝日を除く）
　　市・市民課
　　５６-５００３

「留萌市内無料法律相談会」のご案内暮らし

問

日

所
申

▼歯舞群島、色丹島、国後島、択捉島の北方四島（北
方領土）の祖国復帰は、いまだに実現していません。
　北方四島がわが国へ返還されるためには、粘り強
い返還運動を行っていくことが大切です。
　市では、皆さんに北方領土問題への理解と関心を
高めていただくとともに、一日も早い祖国復帰を実
現するため、署名コーナーを設置します。
　皆さんのご協力をお願いします。
　　８月１日　 ～ 31 日　　８：50 ～ 17：20
　　（土・日曜日、祝日を除く）
　　市役所本庁舎１階市民ラウンジ
　　市・政策調整課  
　　４２-１８０９
問

日

所

８月は「北方領土返還運動全国強調
月間」です暮らし

　　８月 16 日　 17：00 ～（荒天の場合は翌日に延期）
　　船場公園特設会場
　　やん衆盆踊り実行委員会（市・経済港湾課）
　　４２-１８４０
問

日
所

「やん衆盆踊り」を開催します暮らし

　　市・環境保全課  
　　４２-１８０６
問

「お墓参りの際」の留意点について暮らし

▼毎年８月 13 日から 15 日
までの期間は、市営墓地の駐
車場が大変混み合います。皆
さんのご理解とご協力をお願
いします。
　また、お墓参りの際は、公
共ルールとマナーを守りましょう。路上駐車は、交
通障害を起こす原因となるほか、お墓参りに訪れた
皆さんの迷惑となりますので、絶対にやめましょう。
　なお、お墓参り後の供物などは、必ずお持ち帰り
ください。

■ 「し尿収集業務」について

▼し尿収集は、８月 14 日　 から 15 日　 まで休
みです。16 日　 からは平常どおりとなります。
　収集の申し込みは、希望日の３日前までに右記
の委託事業者へご連絡ください。
　　市・環境保全課　
　　４２-１８０６
問

●留萌市し尿収集委託事業者
有限
会社

有限
会社

留萌清掃公社

衛 生 公 社　　

（電話：42-1602）

（電話：42-1727）

問

「個人番号カード・個人番号通知カード
休日臨時窓口」開設のお知らせ 暮らし

日
所

▼今年も「やん衆盆踊り」を
開催します。　
　市民の皆さんはもちろん、
お盆の帰省などで留萌に訪れ
る方も楽しめるよう、仮装盆
踊りや縁日屋台、留萌の食を
満喫できるグルメ屋台などさまざまな催しを行いま
す。皆さんのご来場をお待ちしています。

▼市民を対象にした無料法
律相談会を開催します。旭
川弁護士会に所属する弁護
士が、皆さんの相談に対応
します。
　相談会に参加するために
は予約が必要です。開催前日までに市・市民課へお
申し込みください。参加予約は先着順となります。

▼重要有形民俗文化財「留萌のニシン漁撈（旧佐賀
家漁場）用具」および史跡「旧留萌佐賀家漁場」を
一般公開します。
　　８月２日　 ～８日　　10：00 ～ 16：00
　　国指定史跡旧留萌佐賀家漁場（礼受町）
　　 ・有形民俗文化財および史跡の自由見学
　　・ＤＶＤ「ニシンの軌跡」の上映　　など
※

　　市・教育委員会生涯学習課
　　４２-０４３５

日

問

「旧留萌佐賀家漁場」一般公開のご案内学　ぶ

内

職員の指示に従い、見学してください。なお、解
説をご希望の方には、職員が可能な範囲で対応し
ます。

所

図書館からのお知らせ学　ぶ
▼８月の催しおよび休館日は、下記のとおりとなり
ます。詳しくは、下記へお問い合わせください。
●乳幼児向けおはなし会（おはなし玉手箱）11：00 ～
 ・
 ・
●映画会　10：30 ～
 ・　

●図書館まつり
 ・

 　　
●平和啓発事業（映画上映と展示）
 ・
●休館日 
 ・ 
　月曜休館　
 ・
　　市立留萌図書館　
　　４２-２３００
問

４
26

１

20

７

25

日
日

日

日

日

日

「たっち」
「どろん！」

「ドラえもん　のび太の南海大冒険」
（アニメ・93 分）

10：00 ～ 14：00

館内整理休館

／ 14 日　  ／ 21 日　  ／ 28 日　  

 ７月 30 日から実施中（今月号７ページを参照）

古本市／バルーンアート／
かき氷無料配布／おはなし会　など



保　健
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家政婦さんをご紹介するために、家政婦さんと
して働いてみたい方の登録を受け付けています。

家事のお手伝いからお年寄りの介護まで
皆さんの生活をサポートします

家政婦さんをご紹介します

江戸薬局
ハウスキーパーバンク留萌市錦町 3 丁目

☎42-0697 ☎42-0697お問い合わせは 

江戸薬局
グループ 

（江戸薬局内）

ちくのう症・慢性鼻炎・鼻づまりによく効きます。
《生薬製剤》

　　市・教育委員会生涯学習課　
　　４２-０４３５
問

　　８月 27 日　　9：00 ～
　　15 人　
　　2,000 円
　　講師：食を楽しむネットワーク「秋桜」
　　８月１日　 から 16 日　 までに下記へお申し込
　　みください。（月・土・日曜日、祝日を除く）
※

　　風土工房こさえーる　
　　４３-４５５６

日
定
費
内
申

問

当日はエプロンや三角巾、マスクをご持参くださ
い。

「風土工房こさえーる料理講習会」の
ご案内①学　ぶ

▼風土工房こさえーるでは、定期的に料理講習会を
開催しています。
　８月は留萌産トマトを使っ
た「トマトジュース」の料理
講習会を開催します。ぜひご
参加ください。

　　９月８日　　9：00 ～
　　10 人　
　　1,000 円
　　講師：食を楽しむネットワーク「秋桜」
　　８月 22 日　 から 29 日　 までに下記へお申し
　込みください。（月・土・日曜日を除く）
※

　　風土工房こさえーる　
　　４３-４５５６

日
定
費
内
申

問

当日はエプロンや三角巾、マスクをご持参くださ
い。

「風土工房こさえーる料理講習会」の
ご案内②学　ぶ

▼風土工房こさえーるでは、定期的に料理講習会を
開催しています。
　９月は留萌産小麦ルルロッ
ソを使った「手作りパン」の
料理講習会を開催します。ぜ
ひご参加ください。

▼お子さんの成長に合わせ、楽しく離乳食を作りま
せんか？「Let's 離乳食！教室」では、育児や食事
に関する講話、調理実習・試食などを行います。
　　９月 15 日　　10：00 ～ 12：00
　　保健福祉センターはーとふる２階調理実習室
　　生後４カ月以上１歳未満の乳児とその保護者
　　10 組　　　　　　無料
　　９月８日　 までに下記へお申し込みください。
　　（土・日曜日、祝日を除く）
　　市・保健医療課（はーとふる内）　
　　４９-６０５０
問

日
所
対
定 費
申

「Let's 離乳食！教室」のご案内学　ぶ

▼対象期間に医療機関などで受診した後期高齢者医
療被保険者に「医療費通知」を送付しています。
　医療費通知は、皆さんに健康や医療に対する理解
を深めてもらうために、医療費総額などをお知らせ
するもので、9 月（１～６月分）と３月（７～ 12
月分）の年２回送付されています。

　　市・市民課　
　　４２-１８０５
　　北海道後期高齢者医療広域連合
　　０１１-２９０- ５６０１

問

問

後期高齢者医療に係る医療費通知に
ついて税・年金・保険

　　８月 21 日　 ～ 23 日
　　検診バスが市内各所を巡回します。
　　※　

　　65 歳以上の市民
　　無料（事前申し込みは不要）
　　市・保健医療課（はーとふる内） 
  　   ４９-６０５０

日
所

対
費
問

▼国民健康保険（国保）加入者を対象とした「人間
ドック」では、特定健診の検査項目に加え、心電図
や各種がん検診（胃・肺・大腸）、詳細な血液検査
を行います。
　　健診期間　10 月予定　　
　　
　　

　　25 人（申込多数の場合は抽選）　　　5,000 円
　　８月 17 日　 から 31 日　 までに下記へお申し
　　込みください。（土・日曜日を除く）
※特定健診を受診された方は、検査項目が重複して
　いますので、ご遠慮ください。
　　市・市民課　　　４２-１８０５問

日
対

定 費
申

平成 29 年度「結核検診」の実施に
ついて保　健

国民健康保険加入者を対象とした
「人間ドック」を実施します

詳細については、８月上旬に町内回覧でお知
らせします。

▼国民健康保険制度の改正に伴い、70 歳から 74
歳までの方の自己負担限度額（月額）が、今年 8
月から変更になります。
　詳しくは、下記へお問い合わせください。
●８月からの国民健康保険「自己負担限度額（月額）」

◎従来からの変更箇所
※１）44,400 円→ 57,600 円
※２）12,000 円→ 14,000 円（年間限度額 144,000 円）
※３）44,400 円→ 57,600 円（４回目以降 44,400 円）
　　市・市民課　　　４２-１８０５

国民健康保険「自己負担限度額（月額）」
変更のお知らせ税・年金・保険

「旧五十嵐億太郎邸跡地」の留萌市
文化財指定についてその他

▼毎年のように結核感染が確
認されています。また、男性
市民の肺がん死亡率は、全道
的に見ても高い状況が続いて
います。
　今年まだ胸の写真を撮って
ない方は、ぜひ受診しましょう。

▼市・教育委員会では、
留萌の歴史を語る上で重
要な史跡である「旧五十
嵐億太郎邸跡地（大町３
丁目）」を留萌市文化財
に指定しました（指定日：
平成 29 年５月 16 日）。
　留萌市特別功労者である故・五十嵐億太郎氏は、
留萌築港や大留萌建設事業などに尽力し、留萌の発
展に大きな影響を与えました。
　「旧五十嵐億太郎邸跡地」の留萌市文化財指定は、
五十嵐氏の功績を後世に伝えることを目的としてい
ます。
　詳しくは、市ホームページ（http://www.e-rumoi.
jp/）をご覧ください。

問

所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み
所 得 者

一 般

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

Ⅱ
Ⅰ

57,600 円

14,000 円
（年間限度額 144,000 円）

　8,000 円
　8,000 円

　80,100 円
＋（医療費－ 267,000 円）×１％

（４回目以降 44,400 円）

57,600 円
（４回目以降 44,400 円）

24,600 円
15,000 円

※１）

※２） ※３）

▲留萌市文化財に指定された
　「旧五十嵐億太郎邸跡地」

一部の受診記録（医療機関で請求遅れのもの
や請求内容が審査中のものなど）が記載され
ていない場合があります。

市町村の医療費助成などで、記載されている
自己負担額が実際に支払った金額と異なる場
合があります。

この通知は受診状況をお知らせするもので、
請求書ではありません。また、特に手続きな
どを行う必要もありません。

◎

◎

◎

国保加入者のうち、昭和 18 年４月１日から
63 年３月 31 日までに生まれた方

（平成 29 年度内で 30 歳以上 74 歳以下の方）
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▼北海道労働局では、国の「ニッポン一億総活躍プ
ラン」で掲げる「働き方改革」を推進するため、道
内７カ所で説明会を開催します。詳しくは、下記
へお問い合わせいただくか、北海道労働局ホーム
ペ ー ジ（http://hokkaido-roudoukyoku.jsite.mhlw.
go.jp/）をご覧ください。
●旭川説明会
　　８月 22 日　　13：30 ～ 15：30
　　上川総合振興局３階講堂（旭川市永山６条 19 丁目）
　　100 人（定員になり次第締め切り）　　　無料

　　北海道労働局雇用環境・均等部指導課　
　　０１１-７０９- ２７１５
　　０１１-７０９- ８７８６

「『働き方改革推進』に向けての説明会」
開催のお知らせ

 留萌市以外から
 のお知らせ

問

日
所

費

広報るもい　2017（平成 29）年 ■８月号

全ての健（検）診は 30 分
ごとの予約制となり、時間
ごとに定員があります。

▼生活習慣病やがんの早期発見・早期治療などを目的とした健（検）診を実施します。ご自身の
健康チェックのため、必ず受診しましょう。詳しくは、下記へお問い合わせください。

　● 各会場の日程（料金などについては、下記の「各対象者と料金」を参照）

　● 各対象者と料金

項　　目

特 定 健 診

心 電 図
胃 が ん 検 診
肺 が ん 検 診
大腸がん検診
肝炎ウィルス検診
エ キ ノ コ ッ
ク ス 症 検 診
乳 が ん 検 診

子宮頸がん検診

子宮超音波検査
骨粗しょう症検診

対　象　者

 ・40 歳以上の方で、国民健康保険および
　後期高齢者医療制度の加入者
 ・特定健診を受診する方

 ・40 歳以上の市民

  ・小学校３年生以上の市民

 ・35 歳以上の女性市民
 ・20 歳以上 41 歳以下の女性市民
 ・42 歳以上の女性市民
 ・子宮頸がん検診を受診する方
 ・40 歳以上 70 歳以下の女性市民

一般

無料

市国保

無料

無料

無料
無料
無料
無料

無料

無料

無料
無料

※

※

※

協会けんぽ（全国健康保険協
会）加入者、北海道都市職員
共済組合加入者のご家族の方
も特定健診を受診できます。

（受診券が必要）
特定健診、胃がん検診を受診
する方は、「ピロリ菌検査」「腫
瘍マーカー」も追加受診でき
ますので、申し込みの際にお
問い合わせください。
生活保護受給者は受給証明書
をご持参ください。

料　　金

1,500 円
1,000 円
500 円
500 円

2,400 円
2,200 円
1,200 円
500 円
500 円

500 円

500 円
500 円
500 円
500 円
500 円

500 円
500 円
500 円

500 円

75 歳以上

500 円

500 円

秋の特定健診とがん検診のご案内
◎広報るもい４月号（NO.709）に折り込みした用紙（だいだい色）「留萌市保健予防事業一覧」でも掲載しています。

　　市・保健医療課（はーとふる内）　　　４９-６０８０問
８月 24 日　 から９月 12 日　 までに下記へお申し込みください。（土・日曜日を除く）

　● 申込先
 ・

◎
◎

子宮がん・乳がん検診は、２年に１回の受診となります。
今年から乳がん検診は、マンモグラフィーのみとなりました。

会　　場 受付時間  
骨
粗
し
ょ
う
症

乳

が

ん

子
宮
が
ん

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス

検
査

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査

大
腸
が
ん

肺

が

ん

胃

が

ん

特
定
健
診
・

心
電
図

受診できる健（検）診

保健福祉センターはーとふる

保健福祉センターはーとふる

保健福祉センターはーとふる

る も い 健 康 の 駅

潮 静 住 民 セ ン タ ー

幌糠コミュニティセンター

  6：00 ～ 10：30

16：00 ～ 17：30

  6：00 ～   7：30

  8：00 ～ 11：00

13：00 ～ 14：00

  6：00 ～  7：30

  8：00 ～ 11：00

 6：00 ～ 10：30

  6：00 ～ 10：30

  6：00 ～ 10：30

○

×

○

○

×

○

○

○

○

○

日　　程

10月 12 日

10 月 13 日

10 月 14 日

10 月 15 日

10 月 16 日

10 月 17 日

（レディースデー）

○

×

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

×

○

○

×

○

×

×

×

×

○

×

○

○

×

○

×

×

×

×

○

×

○

○

×

○

×

×

×

231231

至

　留
萌
駅

留萌信用金庫本店

オロロンひまわり基金法律事務所
　　　　　（信和商事ビル２階４号室）

土・日、夜間
応相談

オロロンひまわり基金法律事務所

どうぞお気軽にご相談ください
●借金問題の初回相談無料

●業務時間／ 9：00 ～ 18：00  ●休業日／土・日・祝日 

▼市では、平成 30 年度に採用する職員の採用試験
を実施します。募集要件など詳しくは、下記へお
問い合わせいただくか、市ホームページ（http://
www.e-rumoi.jp/) をご覧ください。
　　第１次試験　９月 16 日
　　募集区分（年齢要件は平成 30 年４月１日現在）
　　①初級事務職（30 歳まで）
　　②上級事務職（35 歳まで）
　　③初級土木職（24 歳まで）
　　④上級土木職（35 歳まで）
　　⑤初級消防職（24 歳まで）

　　市・総務課　　　４２-１８０２問

日

申

「留萌市職員採用試験」のお知らせその他

▼留萌川に親しむイベント「るもい川まつり」を今年
も開催します。皆さんのご来場をお待ちしています。
　　８月 20 日　　10：30 ～ 14：00
　　留萌川河川敷（高砂公園裏）
　　・地下浸水体験　　　・Ｅボート体験試乗
　　・子ども釣り大会　　・流木工作　　など
※

　　るもい川まつり実行委員会（村山ゆかり事務局長）
　　０９０-７６５８-６６３３　　
問

「第 28 回るもい川まつり」開催の
ご案内

 留萌市以外から
 のお知らせ

日
所
内

▼第 17 回るる祭では、「ＲＵＲＵセミナー」と題し、
子育てや自分らしく生きることをテーマにした講義
を行います。
　　８月 26 日　　13：00 ～ 15：00
　　海のふるさと館２階会議室　　　無料
　

　　女性ネットワーク・るる（蔵根倫美事務局長）
　　０８０-５３７５-５６１５
問

日

第 17 回るる祭「ＲＵＲＵセミナー」
開催のご案内

 留萌市以外から
 のお知らせ

所 費
内 ①セミナーⅠ「子供の成長＝子供の整腸」

　講師：留萌市立病院消化器内科 部長
　　　　永島　裕之さん
②土井社中によるお茶会
③セミナーⅡ「自分らしく生きる」
　講師：心理セラピスト（沖縄県在住）
　　　　珍田　隆子さん ※

８月 25 日　 までに申込用紙に必要事項を明記
し、市・総務課（〒 077-8601 留萌市幸町１
丁目 11 番地）へ郵送（当日消印有効）または
直接持参でお申し込みください。
※

内

実施要項および申込用紙は、下記で配布して
いるほか、市ホームページからダウンロード
することができます。

土木職（職務経験者）・建築職・保健師職・
社会福祉士についても別途募集しています。

6 人程度

２人程度
２人
２人

申込用紙に必要事項を明記し、下記へファクス
でお申し込みください。
※

定
申

開催要項および申込用紙は、下記で配布して
いるほか、北海道労働局ホームページからダ
ウンロードすることができます。

FAX

小雨決行となります。また、大雨による河川の増
水などで、イベント会場が船場公園管理棟に変更
となる場合があります。



病気の予防や食生活などについてご相談ください。
【 成人健康・栄養相談 】

29日 10：00 ～ 12：00
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※

はーとふる 健康コラム

整形外科稲垣医院８月 27日の
日曜当番医院

幸町３丁目   ☎43-3311　9：00～17：00

※上記以外の日曜、祝日および夜間の診療は、かかりつけの病院（医院）へお問い合わせください。
※市立病院は二次医療病院として、全ての「土・日曜、・祝日」「夜間」に対応しています。

☎49-6050
【 乳幼児健診 】

☎43-8121
【開館時間】 9：00～17：00／9：00～20：30（水・木）

　　　　　※20：00以降は入館できません休館日 月曜日・祝日るもい健康の駅

保健福祉センターはーとふるでは随時、電話や来所での相
談を受け付けていますので、気軽にご相談ください。

保健福祉センターはーとふる

◎対象児には事前に文書でお知らせします。
７

15

22

日

日

日

１歳６カ月児
４ カ 月 児
９ カ 月 児
３ 歳 児

（28 年
（29 年
（28 年
（26 年

◎料金は１回500円です。
対象は１歳６カ月以上の幼児です。対象の月齢以下でも上の歯が
４本以上あり、フッ化物塗布を希望する場合はご相談ください。

【 フッ化物塗布（予約制） 】

３日 10：00 ～ 11：00 13：00 ～ 15：30

乳幼児の発育や発達などについてご相談ください。
【 母子健康・栄養相談（乳幼児） 】

３日 9：30 ～ 11：30 13：00 ～ 15：00

１月
３月

10 月
７月

生まれ
生まれ
生まれ
生まれ

）
）
）
）

【 受　付 】
13：00
～ 13：30

◎11日　　 、14日　 は休みです。
軽運動や体操などを行います。（時間内の出入りは自由）

【 ピンピンからだ広場 】

毎週月曜日
毎週金曜日

10：00 ～ 12：00
13：30 ～ 15：30

健康や栄養などについてご相談ください。
【 一般健康・栄養相談（乳幼児～成人） 】

23日 10：30 ～ 11：30 千 鳥 児 童 セ ン タ ー

マンスリー健康講話「ファンクショナルトレーニングを用いたトレーニング」
講師：政スポーツアカデミー 代表  横谷 政一　氏

 ・

※各イベントは、事前の申し込みが必要です。詳しくは、るもい健康の駅ホームページ
　（http://www.cohortopia.jp/eki）をご確認ください。

日

日

日

日

日

日

日

５

５

５

19

20

22

30

【 ８月のイベント 】

認知症サポーター養成講座（13:30 ～ 14:30）＋ オレンジカフェ留萌（14:30 ～ 15:30）

 ・

 ・

9:30 ～ 11:30

「オレンジカフェ留萌 in 港町」会場：港西コミュニティセンター ・13:30 ～ 15:30

救急蘇生法とＡＥＤ体験講習会 ・13:00 ～ 14:30

後期 基礎老年医学講座④「呼吸器系疾患（肺炎・ＣＯＰＤなど）」
 講師：札幌医科大学 教授  小海 康夫　氏

 ・9:30 ～ 11:30

14:00 ～ 15:00

13:30 ～ 15:30

後期 基礎老年医学講座③「循環器系疾患（不整脈・心不全など）」
 講師：札幌医科大学 教授  小海 康夫　氏

からだ こころすこやか イキイキすこやか イキイキ

　　市立病院・医事課　　　４９-１０１１　　問

 ■知って防ぐ！感染症の豆知識と予防法■
「山や草むらでは「ダニ」にご注意ください」留萌市立病院感染管理認定看護師　三住 恵美

◆ダニに咬まれないためのポイント

　春から秋にかけては、山菜採りやキャンプ、ハイキング、農作業など、山や草むらで活
動する機会が増えます。
　野山に生息するダニには、病原体を保有している個体もおり、咬まれた方が感染症を発
症して死亡した例も報告されています。適切な予防と行動で感染症から身を守りましょう。

帽子や手袋を着用するほか、首にタオルを巻くなどして、肌の露出を少なくする。
長袖・長ズボン・登山用スパッツなどを着用する。シャツの裾はズボンの中に、ズボン
の裾は靴下や長靴の中に入れる。
サンダルなどは避け、足を完全に覆う靴を履く。
ダニを目視で確認しやすくするため、明るい色の服を着る。
上着や作業着は家の中に持ち込まない。
野外活動後は入浴し、ダニに咬まれていないか確認する。特に、わきの下や足の付け根、
手首、膝の裏、胸の下、頭部（髪の毛の中）を注意して確認する。

◎
◎

◎
◎
◎
◎

◆ダニに咬まれたときの対処法
無理に引き抜こうとしない
ダニが咬んだままの状態で医療機関（皮膚科など）を受診し、処置してもらいましょう。
手で無理に引き抜こうとして、ダニの頭や口の部分が皮膚に残ってしまうと感染リスク
が高まります。
ダニに咬まれた後、数週間程度は体調の変化に注意しましょう。
発熱や消化器症状（食欲低下、嘔気、嘔吐、下痢、腹痛）、頭痛などがある場合は、医
療機関で診察を受けてください。受診時は、野外活動の日付や場所、発症前（２週間程
度）の行動などを伝えましょう。

◎

◎

「今よりプラス10分歩こう」

　厚生労働省で行った調査によると
成人１日当たりの平均歩数は男性で
7,194歩、女性で6,227歩であるこ
とがわかりました（平成27年国民
健康・栄養調査）。平均歩数は年々、
減っている現状にあります。
　ウォーキングは、いつでもどこで
も、そして1人でも取り組める運動
方法です。継続時間が長くなるほど
脂肪をエネルギーとして利用する比
率が高まり、体脂肪の燃焼や中性脂
肪及び血糖値など減少することが明
らかになっています。また、下肢を
はじめとする筋力の維持・向上にも
つながります。
　通勤や買い物などを利用して、歩
く時間を今より10分長くするよう
意識してみませんか。景色を見なが
ら季節の移り変わりを楽しんだり、
家族や友人と会話しながらの運動は
ストレス解消にもつながります。

「オレンジカフェ留萌 in 南町」会場：東部コミュニティセンター ・13:30 ～ 15:30
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▲昨年８月に留萌港南岸で開催された「第１回オロロンサマーフェスタ」
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情 報

朝　8：05～8：10
夕　5：05～5：10

広報るもいは再生紙を使用しています

留萌市情報プラザ
災害時は 76.9MHz
留萌市とエフエムもえるは
災害協定を結んでいます

毎週

月～金
曜日

FM 76.9MHz
エフエムもえる

人口と世帯数 平成２９年６月末現在

・総人口 ２１，８７０ 人  （＋　　５ 人 ）
・　男 １０，４３８ 人  （＋　　１ 人 ）
・　女 １１，４３２ 人  （＋　　４ 人 ）
・世帯数 １１，８１１ 世帯 （＋　２１世帯）

※（　）内は前月比

人 口 動 態 平成２９年６月末現在

・出　生 ……１２人
・死　亡 ……２０人

・転　入 ……５６人
・転　出 ……４３人

市長とホットライン（FAX）

市民の声メール koucyou@e-rumoi.jp
0120-223-846

あなたが知りたい「市政のいろいろ」について、市の
職員が直接出向き、分かりやすく説明します。

お申し込み・お問い合わせは☎42‐1809まで

　毎月１回、市長とフリートークすることがで
きます。参加人数や話題、形式は問いません。
また、事前の申し込みも必要ありません。
　開催時間内に市長室へお越しください。

気軽にお申し込みください
お茶の間トーク

市役所宛ての郵便物は下記郵便番号と宛て名
（留萌市役所・担当課）で届きます。

〒077-8601 留萌市幸町１丁目11番地

ホームページ http://www.e-rumoi.jp/

電子メール kikaku@e-rumoi.jp

日  ８月29日　  9：00～17：00
所  市役所本庁舎２階市長室
問  市・政策調整課 ☎42-1809

困ったときは
相談しましょう
■市民相談

市民課
☎56-5003

……………………………
■健康・栄養相談

保健福祉センターはーとふる
☎49-6050

……………………………
■教育相談電話

学校教育に関すること
教育委員会学校教育課

☎42-3006
……………………………

児童福祉に関すること
教育委員会子育て支援課
家庭児童相談室

☎42-1808
……………………………

社会教育に関すること
教育委員会生涯学習課

☎42-0435
……………………………
■高齢者に関する相談

地域包括支援センター
☎49-6060

……………………………
■防災相談

総務課
☎56-5005

留萌市市民憲章
　わたくしたちは美しい日本海と留萌川にそう山々の緑にかこま
れた留萌の市民です。港を中心に栄える産業都市、豊かで健康な
文化都市がわたくしたちのねがいです。このねがいを実現するた
め市民憲章をさだめます。
１　海の資源や山の緑を大切にして美しい市

まち
にしよう。

１　人に迷惑をかけず公共の物を大切にして清潔な市
まち

にしよう。
１　きまりを守り、みんなでたすけ合う秩序ある市

まち
にしよう。

１　働くことによろこびをもって、仕事に精を出し豊かな市
まち

にしよう。
１　丈夫なからだとあかるい心をもち、平和な市

まち
にしよう。

市長とフリートーク
しませんか？

▲市の木「アカシア」

▲市の花「ツツジ」

納 税 に つ い て

留 萌 市 アンテナ

●今 月 納 期 の 市 税 　・市道民税　　　　２期
　　　　　　　　　　・国民健康保険税　 ２ 期
　　　　　　　　　　　　　納期限   ８月 31 日
●夜間納税相談窓口　８月 24 日 　20：00まで
●休日納税相談窓口　８月 27 日　　 9：00 ～ 17：00

■下記以外のお問い合わせ
　総　務　課 ☎42-1801
………………………………
■市の財政、地籍調査など
　財　務　課 ☎42-1813
………………………………
■道市民税など
　税　務　課
　　市民税係 ☎56-5004
………………………………
■固定資産税など
　その他の係 ☎42-1804
………………………………
■広報、町内会、市民活動など
　政策調整課 ☎42-1809
………………………………
■農業、漁業、林業など
　農林水産課 ☎42-1837
………………………………
■商工業、観光、港湾など
　経済港湾課 ☎42-1840
………………………………
■生活保護、障がい者福祉など
　社会福祉課 ☎42-1807
………………………………
■戸籍、各種証明、国保・後期、
　医療費助成など
　市　民　課 ☎42-1805
………………………………
■道路、公園など
　都市整備課 ☎42-2010
………………………………
■市営住宅、建築確認申請など
　建築住宅課 ☎42-2025
………………………………
■上下水道の料金・トラブルなど
　上下水道課

　上水道係 ☎42-5151
　下水道係 ☎42-2049

………………………………
■ごみの分別、公衆衛生など
　環境保全課 ☎42-1806
………………………………
■市内の小中学校など
　学校教育課 ☎42-3006
………………………………
■児童手当、保育園など
　子育て支援課 ☎42-1808
………………………………
■社会教育、スポーツなど
　生涯学習課 ☎42-0435
………………………………
■健康づくり、介護保険など
　保健医療課 ☎49-6050
　介護支援課 ☎49-6070
………………………………
■高齢者相談、介護予防など
　地域包括支援センター

 ☎49-6060
………………………………
■粗大ごみ収集の申し込みなど
　留萌南部衛生組合 
 ☎43-2555

主な電話番号
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「三省堂書店を応援し隊」は、本の魅力や楽しさをひとりでも多くの方にお伝
えし、地域とのつながりを大切にして、さまざまな活動に取り組んでいます。

三省堂書店を応援し隊
インフォーメーション

■お問い合わせは　三省堂書店を応援し隊 事務所（留萌ブックセンター）☎43-2255

●日時　８月８日㈫ 18:30～
●場所　留萌ブックセンター

おとなのためのおはなし会

●日時　８月27日㈰ 14:00～
●場所　留萌ブックセンター

こどもたちによる
こどもたちへのおはなし会

今月の
主な活動
　ご紹介

   読み手として
   おはなし会に参加しませんか？

　「こどもたちによるこどもたちへ
のおはなし会」では、小中学生の読
み手を募集しています。
　また、「こどものための親子（祖
父母と孫）によるお話し会」では、
親子または祖父母と孫の組み合わせ
の読み手を募集しています。
　興味がある方
は、下記へご連
絡ください。


